
　施策体系別の主な進捗状況等

5点 4点 3点 2点 1点
評価
不能

1 174 96 57 8 0 0 13 4.5

◆ホームページや「広報たかまつ」への情報掲載をするほか、「参画センター
だより」を毎月発行するなど、広く市民に周知し、男女共同参画社会の実現
に向けて啓発を図ることができており、今後も男女共同参画社会の実現を図
るため、継続して啓発を図る必要がある。

◆地域子育て支援拠点は、　「旧地域子育て支援センター」２２か所、「旧つ
どいの広場」９か所を開設し、平成２６年度末までの目標数値を達成した。

◆　子育て支援総合情報発信事業や、ネットワークづくり（地域組織活動育
成事業、こども未来ネットワーク会議開催）を支援することにより、地域ぐるみ
で幅広い分野での子育て支援を効果的に推進することができた。

◆総合情報発信事業（子育てハンドブックらっこ、たかまつ子育て情報サイト
らっこネット）では、子育て関連情報を積極的に発信し、市民から高い満足度
を得ている。

◆乳児をもつ母親等を対象に育児についての正しい知識を普及し、子ども
の健やかな成長、発達を促すための健康教育事業を行う「はぐくみ学習」事
業は、より多くの市民が参加できるように、平成22年度から桜町保健センター
以外に、市内のコミュニティセンターでも実施するようにした。教室参加希望
者数にバラつきがあるため、教室の実施場所、開催回数等、検討していく必
要がある。

2 40 23 12 1 0 0 4 4.6

◆通常保育、特定保育、延長保育、夜間保育、休日保育事業において、実
施場所等を拡充し、平成２６年度までの数値目標を達成した。

◆ファミリー・サポート・センター事業は、平成19年10月から援助活動活動を
実施しているが、仕事と育児を両立できる環境を整備するという、市民ニーズ
の高い事業である。今後も講習会を定期的に開催し、提供会員の層を厚く
すること、安定したサービスの提供に努めることが求められる。

◆放課後児童健全育成事業の目標数値を達成した。待機児童ゼロを目指
すとともに、地域の実情に応じた対応が求められる。

3 15 6 5 2 1 0 1 4.1

◆児童館は、０歳から１８歳までの児童が自由に来館することができる地域の
子育て支援の拠点施設であり、子どもにとっての安全・安心な居場所として、
子育て中の保護者の交流の場、子育て相談の場として、重要な役割を担っ
ている。また、行事の見直しや居心地の良い環境づくりに努めることにより、１
館あたりの利用者数も毎年増えており、地域における子育て支援に貢献して
いる。

◆平成２２年度に策定した第２次高松市緑の基本計画では、１小学校区１公
園の整備の方針を定めており、２６年度には、身近な公園整備事業を創設
し、公園等の適正な配置に取り組んでいる。平成２６年度の実績として、三谷
公園（仮称）整備事業及び勅使大隅公園（仮称）整備事業に着手した。

4 152 58 60 8 0 1 25 4.3

◆次代の親となる子どもの豊かな人間性を育成するため、中学生を対象にし
た赤ちゃんとのふれあい事業、小・中・高校生を対象にした保育体験学習を
実施した。
兄弟数が少なくなり、地域で年代の違う人々と関わることが少なくなった乳幼
児の立場からも、意義ある体験となっており、今後も継続・拡大が望まれる。

◆スクールカウンセラーと学級担任や本人・保護者等と専門的な立場からカ
ウンセリングすることによって、育児不安や進路、友人関係の悩みなどを軽減
し、心の安定を図ることができたという成果を多くの学校が報告している。教
育相談の便りを発行したり、家庭訪問に同行したりすることで学校と家庭をつ
ないだり、関係機関への連携を図ったりすることで早期発見・早期対応が可
能になっている。

5 32 27 3 0 0 0 2 4.9

◆乳幼児等医療費助成事業のうち、入院助成については、平成２６年度から
中学校卒業までの１５歳年度末まで対象年齢を引き上げることで、子育て世
帯の経済的負担の軽減を図った。
　また、小中学生に対する助成方法を償還給付方式から現物給付方式に見
直すことで、利用者の一時的な経済的負担の軽減と利便性の向上を図っ
た。

◆第３子以降保育料減免事業、認可外保育施設第３子以降保育料助成事
業など、多子世帯への経済的支援を実施した。

413 210 137 19 1 1 45

50.8% 33.1% 4.6% 0.2% 0.2% 10.8%

総　合　計

子どもの心身の健やかな成長に
資する教育環境の整備

・子どもの心身の健やかな成長に
資する教育環境の整備
・次代の親の育成

子育てに伴う負担の軽減

・子育てに伴う経済的負担の軽減

4.4
◆全体の88.9％の事業が、5点または4点の評価となっており、順調
に進展している。

割　合

※評価点
5点（設定した目標が達成されている等、十分成果があがっている）
4点（成果が上がっているが、更なる取組による成果向上の余地がある）
3点（一定の成果があがっているが課題もあり、更なる改善が必要である）
2点（成果が十分に上がっておらず、更なる改善が必要である）
１点（抜本的な見直しが必要である）

◆「高松市こども未来計画」(後期計画)平成２６年度実施事業に係る評価・分析結果（各担当課による主観的な評価・分析）

　●合計事業数：４１３事業　[新規（Ｈ２６）・・１事業、継続・・３６７事業、廃止・統合（Ｈ２２～２６）・・４５事業]

施策体系 事業数

評価別事業数
平均
評価点

主な事業の進捗状況等

家庭・地域における子育て支援

・安心して子どもを生み育てることが
できる環境整備
・子ども等の安全の確保
・子どもの権利の擁護
・母子保健医療対策の充実

子育てと仕事の両立支援の推進

・多様な保育サービス等の充実
・職業生活と家庭生活との両立支援
の
推進

子育てを支援する生活環境の整備

・遊び場など生活環境の整備

　　施策体系別評価について

　事業全体をみると、どの施策体系においても４点以上の平均評価点となっており、概ね順調に進展したと言える。その中で、基本方向別
に平均評価点を比較すると、「子育てを支援する生活環境の整備」が「4.1」と最も低くなった。
　この　「遊び場の整備」については、市民へのアンケート調査においても、子育てしやすいまちだと思わない理由として、高い値が示され
ており、今後、屋内外を問わず、子どもの居場所・遊び場の整備が求められる。
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